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  派遣先の国々 
 中国人の近代における留学活動は、阿片戦争以後の 1840 年代に始まるが、半世紀の 
間は、交通や通信の不便や、気風の問題といった各種の客観的要素のために、後に見 
られたような「ブーム」にはまだほど遠いものだった。 





















は約 2 万人で、卒業状況は不明であった。留米学生（約 2 万人）の多くは高い学位を修 
得し、卒業率は 65％にも達した。 













及ぼすのは、主に 20 世紀初めから 50 年代に集中していた。留日生は、20 世紀初めから 



























第 4 章 帰国留学生の中国社会領域への進出 
 第 3 章では、帰国留学生の南京国民政府権力構造内での地位、役割及び政治傾向を集中して
分析した。そこで本章では、分析範囲を南京政府以外にまで拡大し、中国社会の各主要領域に対
する更なる分析を通して、第 3 章の分析結果を検証した。 
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 帰国留学生と近代中国の軍隊 
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